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学ぶ意味
校 長 清 水 明

鮮やかに色付いた木々に目を奪われているうちに､い
つの間にか吹く風の冷たさに冬の到来を感じるように
なりました。２学期も、あと１カ月ほどとなりました。
皆様には、大変にお世話になりありがとうございまし
た。
今年度は､学力向上に結び付けた話を子供たちに継続

的に向けてきました。今月は、子供たちにとって目標を
設定しやすい大きな行事である音楽会が終わったこと
もあり、日々の学校生活を落ち着いて、-日一日を大切
に過ごすことができるようにと考え､朝会で次のような
ことを伝えました。

知ると言うことです。そこでは「友達と自分は違う」と
言うことに気付き、そこから人を尊重することの大切さ
が分かるようになります。
社会は複数の人々から成り立っています｡その社会は、
これからあなたたちが生きて行く世界です。ですから、
社会で生きるための力として、「仲良く」とか「協力し
て」とか、人と関わることのよさを感じられるようにな
りましょう。

集団の構成が変われば、そこから学ぶことも変わりま
す。子供たちがさまざまな関わりの中で学びを深められ
るよう、工夫してまいります。

学びには、二つの場面があります。「自分で学ぶ」場
面と「人と学ぶ」場面です。「自分で学ぶ」とは、でき
るようになるために練習し試みること､例えばドリル学
習に一生懸命に取り組む等を考えるとよいでしょう｡音
楽会なら､楽器の演奏を一生懸命に練習するとなるでし
ょう。「人と学ぶ」とは、友達と一緒にやってみる、協
力し､､話し合い、比較すること、例えば委員会やクラブ
活動、クラスの当番や係活動等を考えるとよいでしょ
う。音楽会なら、友達と楽器の音色を合わせて一つの曲
を演奏するとなるでしょう。学校には、SSO名の子供
がいます｡学校は「集団の中で学びを進めることができ
る場所」です。「人と学ぶ」と言うことは、自分と人と
の関わり合いであり、「-人より二人の方ができること
が増えること」「話し合いから協力を生み出すこと」を

杉九小には、学校が終わった後そのまま家に帰らずに
遊べる「わくわくクラブ」があります。目的は「子供た
ちが安心・安全に放課後を過ごすこと」です。初めのこ
ろは人数も少なかったのですが、今年度は登録者数が全
学年で94名となりました。
授業が終わると子供たちは生活科室へ来ます。そして、

大人が見守る中で校庭や体育館で遊びます。見寄りメン
バーは元保護者で、自分たちの子供のころを思い出しな
がら子供たちを見ています。一緒に見守って頂ける方を
募集中です。ぜひ、活動中にお越しください。
毎週火。木曜日には、2:SOから4:SＯまで自由遊
びをしています。金曜日には生活科室で英語や習字、体
育館でスポーツ等をしています。
子供たちが楽しく遊び、無事に帰宅することをいつも
願っております。わくわくクラブ代表山根恵津子

１２月の生活目標 研 究 の 窓

算数科における読解力の向上を目指して
今年度３回目の研究授業（６年生単元名
「比」）を１０月２８日に実施しました。算数
科における読解力を、「数学的に解釈する力」
「数学的に表現する力」と捉え、文章問題を読
んだときに既習事項と結びつけて、線分図や数
直線、表などこれまでに使った方法に整理して
表し、自力解決していく力を育てる指導法の工
夫を提案しました。また、友達と交流して、自
分の考えを振り返ったり、広げたりする場面を
設定し、集団学習の中で、友達との関わりなが
ら数学的な考え方を高めて基礎・基本的な学力
が向上するような授業を目指しています。

ものを大切にしよう
いよいよ今年もあと１カ月となりました。今

月の目標は「ものを大切にしよう」です。学期
の始まりでは、ノートやお道具箱の中に入れて
おくものには、きちんと名前が書いてあり、丁
寧に整理されています。しかし、学期の終わり
ごろになると、名前がなかったり、乱雑にお道
具箱に入れられていたりして整理がされてい
ないものもよく見かけてしまいます。もう一度
自分の使う物や、クラスみんなで使っているも
のを丁寧に使ったり、整理したりして物を大切
に扱う気持ちを育てていきたいと思っていま
す。




